２７技術　　第５４号
                                                              　　　平成２８年２月１０日
ＹＤＥＣメンバー　各位
(４０歳以下限定)
一般社団法人日本ダイカスト協会
第１０回ＹＤＥＣ 技術講座開催のご通知
―ダイカストを支える最新周辺技術―
　拝啓　時下貴社益々ご隆盛のこととお慶び申し上げます。
　さて、標記ＹＤＥＣ技術講座を下記により開催致しますので、万障お繰り合わせの上ご参加の程宜しくお願い申し上げます。今回は、ダイカストを支える最新周辺技術として、ダイカスト合金、ダイカストマシン、スリーブ・チップ、離型剤、スプレー装置、含浸を取り上げて講座を組みました。ダイカストは、総合技術である言われます。それぞれの要素技術の組み合わせで品質の高いダイカストの製造が可能となります。最新の周辺技術を深く知る機会ですので、多くの方々のご参加をお待ちしております。
                                                                                  敬　具
記
　　　日　　時　　　平成２８年３月１０日(木)　１３時～１８時３０分
      場　　所 　   技術講座　　　  機械振興会館　Ｂ2-1　（Ｂ2階）
              　　  意見交換会　　　　 ニュートーキョー
　　　定　　員　　　定員７０名。
　　　講座参加費　　3,240円

　　　意見交換会費　4,320円
　　　（講座と意見交流会両方にご出席して頂く方は、7,560円になります。）
　　　　　　　　　　※誠に勝手ではございますが、お申し込みと同時に会費を下記銀行にお振り込み下さいますようお願い申し上げます。　口座名：シャ）ニホンダイカストキョウカイ
　　　　　　　　　振込銀行：三井住友銀行　日比谷支店　　　　普通　7806186

              　　　　　　  三菱東京UFJ銀行　虎ノ門支店　　普通　2717730
　　　　　　　　　　　　　　みずほ銀行　　神谷町支店　　　　普通　1283108
　　　お申込方法　3月2日(水)までに別紙FAX申込用紙にてお申し込み下さい。
　　　・3月2日(水)以降のキャンセルについては、上記会費を返却しませんのでご了承下さい。
　　　・ご参加申込に対して受付票等は、発行致しませんのでご了承下さい。

プログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：リョービ㈱土屋陽平氏，㈱アーレスティ細内隼氏
	
	技術講座　開催挨拶　　　　　　　　　　YDEC部会長　佐藤　邦洋　氏
	5分
(13:00～13:05)

	１．技術講座
	高延性ダイカスト用Al合金の開発
㈱大紀アルミニウム工業所　鏑木敦夫氏
	13：05～13：35

	
	ダイカストをサポートするマシン制御について

東芝機械㈱　 林　勇人氏
	13：35～14：05

	
	射出性能安定化技術について
㈱久保製作所  伊藤恭規氏
	14：05～14：35

	
	休憩　15分
	14：35～14：50

	
	高保温性射出スリーブ「TCスリーブ」について

㈱TYK　 加来由紀恵氏
	14：50～15：20

	
	ダイカスト用離型剤の最新動向　

㈱MORESCO　 富松宏明氏
	15：20～15：50

	 
	ダイカスト周辺設備の技術進歩　

㈱豊電子工業　木倉健二郎氏
	15：50～16：20

	
	ダイカスト鋳造品の鋳巣対策としての含浸について
㈱中央発明研究所　金丸賢一氏
	16：20～16：50

	２．意見交換会
	
	17：00～18：30


プログラムと概要
第一部技術講座
　座長：リョービ㈱土屋陽平氏，㈱アーレスティ細内隼氏
技術講座　開催挨拶　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5分(13:00～13:05)
　YDEC部会長　　筑波ダイカスト工業㈱　   佐藤邦洋氏
1. 高延性ダイカスト用Al合金の開発　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・30分(13:05～13:35)
㈱大紀アルミニウム工業所　　鏑木敦夫氏

現在、ダイカスト用Al合金としてADC12が広く使用されている。ADC12は鋳造性及び強度に優れ、伸び及び耐食性に劣る特性を有している。ダイカストの更なる適用範囲の拡大には、伸び又は伸びと強度のバランスの優れた合金が必要と考えられる。高延性材料として知られるAl-Mg系合金は鋳造性に劣り、365.1はCuやFeの制限が厳しく新塊ベースでの地金の作製が必要なうえ、Srの減衰の問題がある。　そこで、広く用いられているAl-Si系合金に着目し高強度かつ高延性のダイカスト用Al合金の開発を行った。その経緯と特性について発表を行う。

2. ダイカストをサポートするマシン制御について　・・・・・・・・・・・・・・30分(13:35～14:05)
東芝機械株式会社　　林　勇人氏
ダイカストマシンにおいて重要とされる【射出性能】【鋳造結果】【連続鋳造性】は様々なセンサーやソフト等でサポートされており日々の鋳造に貢献している。これらの要因はダイカスト製品の要求品質向上においてハードと共に進化しなければいけない要素となっている。そこで今回、昨今及び今後のダイカスト業界に必要とされている要素を普段スポットの当たっているハードではなく制御に関連する要素について紹介する。
3. 射出性能安定化技術について　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・30分(14:05～14:35)
㈱久保製作所　　　　　　伊藤 恭規氏
鋳造品質を左右する射出性能安定化におけるスリーブ・チップの表面処理技術、温度管理技術、クリアランス制御技術等について実際の事例を挙げながらご紹介する。
休　　　　憩　（14：35～14：50）

4．高保温性射出スリーブ「TCスリーブ」について　・・・・・・・・・・・・・30分(14:50～15:20)
　㈱TYK　加来由紀恵氏　
当社は鉄鋼・非鉄向けに高級耐火物を開発・製造、販売しているメーカーである。その内ダイカスト向け製品の一つである射出スリーブは、当社で独自に開発した金属-セラミックス複合材料を内挿する事で溶湯保温性を高めており、近年需要が伸びている高品位なダイカスト製造において有効な手段と考えられる。今回は当社のスリーブの持つ保温性や耐溶損性について社内ラボ試験のデータを交えて紹介する。
5. ダイカスト用離型剤の最新動向　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・30分(15:20～15:50)
㈱MORESCO　富松宏明氏
MORESCOは㈱花野、日華化学㈱との事業譲渡・業務提携を経て、安全で環境に優しい離型剤の研究・開発に取り組んできた。今回は離型剤の役割、各成分の配合理由といった基礎的な情報を始めとして、最新の水溶性離型剤、水溶性原液離型剤について紹介する。
6. ダイカスト周辺設備の技術進歩　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・30分(15:50～16:20)
　㈱豊電子工業　木倉健二郎氏

ダイカストマシンの周辺設備の技術進歩ということで、ﾀﾞｲｶｽﾄﾏｼﾝの周辺設備の中で、弊社の取り扱っている製品をご紹介させて頂きます。中でも、ｱｲﾃﾑとしての進化が大きく、品質向上に寄与しやすいと思われる離型剤スプレーのシステム（ロボットシステム）をご紹介させて頂きます。

７. ダイカスト鋳造品の鋳巣対策としての含浸について・・・・・・・・・・・・30分(16:20～16:50)
㈱中央発明研究所　金丸賢一氏

㈱中央発明研究所はダイカスト周辺技術として40年以上にわたってダイカスト鋳造品の鋳造欠陥である鋳巣への含浸技術および含浸剤の研究を行ってきた。本講演ではダイカスト鋳造品における含浸剤の選定と含浸技術および含浸システムの紹介を行う。
技術講座　閉会挨拶　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5分(16:50～16:55)
　YDEC部会長　　筑波ダイカスト工業㈱　   佐藤邦洋氏
第２部　意見交流会　（17：00～18：30）

FAX返信
一般社団法人　日本ダイカスト協会
YDEC会員　御中
FAX　03-3434-8829

第１０回ＹＤＥＣ技術講座　参加申込書（YDEC会員限定）
開催日：平成28年3月10日（木）　  13:00-18:30

	参　加　者　氏　名
	所　属　・
　役　職　名
	E-mailアドレス
	意見交流会出欠
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会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
FAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: image1.png]§ s

= Fam
i L

2 oior- H
& i

4

1z L

# q

AR L
- e e Ty
wE=nR

em ]

BER

gy ERRBEY—
—_—— EEEED N
TR





機械振興会館　東京都港区芝公園３－５－８　　連絡先TEL 03-3434-1885（協会事務局）
交通     地下鉄： 営団日比谷線神谷町駅下車（徒歩8分）
都営三田線御成門駅下車（徒歩10分）
都営大江戸線赤羽駅下車（徒歩10分）
都営浅草線大門駅下車（徒歩10分）
JR：　　　浜松町駅下車（徒歩17分）









